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２ 学会等発表 

001 桜庭 均 ： 遺伝病の分子病態解明と治療法開発に向かって-ファブリー病をモデルとして. 2005年トッ
プフオーラム「生命科学・ゲノム科学からみた医学とオーダーメイド医療」、2005, 3. 5, 東京 

002 桜庭 均 ： ファブリー病の病態と治療. 第 41回東京腎生検カンファランス、 2005, 3.11, 東京 
003 Sakuraba,H. : A Japanese female patient with Fabry disease. Fabry Disease Training、2005, 5. 

12, Boston, USA 
004 Sakuraba,H. : Comparison of the effects on Fabry mice between agalsidase alfa (Replagal) and 

agalsidase beta (Fabrazyme). Genzyme Seminar、 2005, 5. 13, Framingham, USA 
005 Sakuraba,H. : Molecular pathology of and development of enzyme replacement therapy for 

Fabry disease. Genzyme Seminar、2005, 5. 13, Framingham, USA 
006 桜庭 均 ： リソソーム性遊離シアル酸蓄積症の構造生物学的研究. 第 47 回日本小児神経学会、2005, 

5.19-21, 熊本 
007 小倉 潔、 川島育夫、 田井 直  ： ガラクトシルセラミド発現因子-1によるマウスメラノーマB16細

胞がん細胞転移能の亢進. 第 47回日本脂質生化学会、2005, 6. 2-3, 金沢 
008 竹内直博、 多田納 豊、 桜庭 均、 高橋 勉、高田五郎、 伊藤孝司  : コステロ症候群患者由来皮膚
線維芽細胞におけるプロテオーム解析.第 6回長井長義記念シンポジウム、 2005, 7. 7-8, 徳島 

009 多田納 豊、 竹内直博、 桜庭 均、 高橋 勉、 高田五郎、 伊藤孝司  : エラスチン繊維形成不全を伴
うコステロ症候群の発症機構の解析. 第 6回長井長義記念シンポジウム、 2005, 7. 7-8, 徳島 

010 桜庭 均 ：ファブリー病の分子病態解明と治療法開発. Cell Biology Summer Meeting、 2005, 7. 15, 
熱海 

011 桜庭 均 : ファブリー病の病態解明そして治療へ. 順天堂大学附属順天堂医院腎・高血圧内科セミナー、
2005, 7. 21, 東京 

012 千葉靖典、 明星裕美、 高岡友紀、 高柴みな子、 笠原由子、 小林和男、 伊藤孝司、 桜庭 均、 地神
芳文 : メタノール資化性酵母Ogataea minutaを利用した糖タンパク質生産と糖鎖改変. 第 25回日本糖
質学会年会、2005, 7. 20-22, 大津 

013 Ogura,K., Kawashima,I., Tai,T. : Galactosylceramide expression factor-1 induces ephithelial-mesenchymal 
transition in MDCK cells. 13th European Carbohydrate Symposium、2005, 8. 21-26, Bratislava, 
Slovakia 

014 福重智子、 永山善久、 桜庭 均、 神崎 保 : I-cell diseaseの電顕的検索. 第 32回日本電顕皮膚生物学
会学術学会、 2005, 9. 17-18, 札幌 

015 Eto,M., Matsuzawa,F., Aikawa,S., Ohki,S. : Mechanism for controlling Ca2+ sensitivity of smooth 
muscle contraction. 34th European Muscle Conference,  2005, 9. 17-21, Hungary 

016 相川聖一、 松澤史子、 桜庭 均  : リソソーム性遊離シアル酸蓄積症：乳児型シアル酸蓄積症と Salla
病の構造生物学的研究. 第 78回日本生化学会大会、2005, 10. 19-22. 神戸 

017 田島陽一、 宇山英一郎、 北島 健、 松澤史子、 相川聖一、 桜庭 均 ： 縁取り空胞型遠位ミオパチー
における筋糖蛋白質O結合型糖鎖の形成異常. 第 78回日本生化学会大会、 2005, 10. 19-22, 神戸 

018 中沢隆史、 高橋正行、 松澤史子、 相川聖一、 矢澤道生 : 非筋細胞ミオシン IIのフィラメント形成に

対する必須領域の解明. 第 78回日本生化学会大会、2005, 10. 19-22, 神戸 
019 松澤史子、 相川聖一、 大木進也、 江藤真澄 : Phospho-pivotモデリングによるプロテインフォスフ
ァターゼ 1に対する阻害タンパク質 CPI-17の特異的相互作用. 第 78回日本生化学会大会、2005, 10. 
19-22, 神戸 
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020 黒木 綾、 辻 大輔、 石橋靖浩、 東根ゆかり、 村田真以、 桜庭 均、 伊藤孝司  ：Sandhoff病モ
デルマウス由来不死化グリア前駆体細胞に対するレンチウイルスベクターによる遺伝子導入効果. 第 78
回日本生化学会大会、2005, 10. 19-20, 神戸 

021 竹内直博、 多田納 豊、 桜庭 均、 高橋 勉、 高田五郎、 伊藤孝司  : コステロ症候群患者由来皮膚
線維芽細胞におけるプロテオーム解析. 第 78回日本生化学会大会、 2005, 10. 19-20, 神戸 

022 多田納 豊、 竹内直博、 桜庭 均、 高橋 勉、 高田五郎、 伊藤孝司  : エラスチン繊維形成障害コス
テロ症候群患者由来皮膚線維芽細胞株の特徴付け. 第 78回日本生化学会大会、2005, 10.19-21, 神戸 

023 村田真以、 小谷政晴、 田島陽一、 辻 大輔、 石橋靖浩、 伊藤孝司、 渡部和彦、 桜庭 均  ： Sandhoff
病マウス由来Schwann細胞に対する組換えヒトヘキソサミニダーゼの治療効果. 第 78回日本生化学会
大会、 2005, 10. 19-21, 神戸 

024 門田佳人、 松澤史子、  相川聖一、  蔦 幸児、 土居洋文、 伊藤孝司  : ホモロジーモデリングに基づ
くヒトカテプシン A(セリンカルボキシペプチダーゼ)のプロセシングにおけるアミノ酸置換効果. 第 78
回日本生化学会大会、2005, 10. 19-22, 神戸 

025 桜庭 均  : 先天代謝異常症の分子病態解明と治療法開発. 神奈川技術アカデミー,  2005, 11. 1, 東京 
026 桜庭 均、 村田真以、 川島育夫、 田島陽一、 小谷政晴、 千葉靖典、 高柴みな子、 地神芳文、 福重
智子、 神崎 保  ： ファブリー病患者線維芽細胞及びファブリー病マウスに対するアガルシダーゼ・ア
ルファとベータの効果の比較. 第 48回日本先天代謝異常学会, 2005, 11. 16-18, 熊本 

027 大澤真以、  小谷政晴、  三川浩輝、 田島陽一、  伊藤孝司、  渡部和彦、 桜庭 均   :  ザンドホッフ
病マウス由来 Schwann 細胞の樹立と組み換えヒト・ベータ-ヘキソサミニダーゼの取り込みの解析. 第
11回日本ライソゾーム病研究会、2005, 12. 2, 東京 

028 相川聖一、  松澤史子、  奥宮敏可、 土居洋文、 桜庭 均  :  Fabry病の分子病態解析 ： ミスセンス
変異が alpha-galactosidase の立体構造に与える影響と臨床的および生化学的表現型との関連性の解析. 
第 28回日本分子生物学会年会、2005, 12. 7-10, 福岡 

029 松澤史子、  相川聖一、  田中あけみ、 土居洋文、 桜庭 均   :  GM2ガングリオシドーシスB異型及
び O 異型におけるベータ-ヘキソサミニダーゼの構造学的解析. 第 28 回日本分子生物学会年会、2005, 
12. 7-10, 福岡 

 
３ 著書 
001 桜庭 均  ： リソソーム酵素. タンパク質の事典(猪飼 篤, 伏見 譲/編), 朝倉書店(東京), 印刷中 

002 桜庭 均  ： Fabry病. 今日の小児治療指針, 第 14版(大関武彦, 古川 漸, 横田俊一郎/編集), 医学書
院(東京), 印刷中 

003 Tai,T., Kawashima,I., Ogura,K. : Molecular Interactions: Anti-carbohydrate antibody. Comprehesive 
Glycoscience, D. (Edited by Kamerling, H.) , Elsevier BV (The Nethrlands), in press 

004 Sakuraba,H., Sawada,M., Matsuzawa,F., Aikawa,S., Chiba,Y., Jigami,Y., and  Itoh,K. : 
Molecular pathologies and enzyme replacement therapies for lysosomal  diseases. Curr. Drug 
Targets CNS Neurol.Didord., in press 

 

がん、生活習慣病等 (2) プロジェクト 
 
１ 論文発表 
001 Uchino H, Morota S, Takahashi T, Chen Li, Ikeda Y, Kudo Y, Ishii N, Siesjö BK and Shibasaki F: 

A Novel Neuroprotective Compound FR901459 with Dual Inhibition of Calcineurin and 
Cyclophilins. Acta Neurochir Sppl in press. 

002 Yu-ichiro Ishikawa, Hiroyuki Uchino, Saori Morota, Chen Li, Toshiaki Takahashi, Yukio Ikeda, 
Nagao Ishii and Futoshi Shibasaki: Search the Novel Genemakers for Traumatic Brain Injury by 
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Time Differential Microarray Analysis. Acta Neurochir Sppl in press 
003 Tatsuo Yamaguchi, Kazuto Miyata, Futoshi Shibasaki, Atushi Isshiki, and Hiroyuki Uchino: 

Effect of Cyclosporin A on Immediate Early Gene in rat global ischemia and its neuroprotection. 
Journal of Pharmacological Science in press. 

004 Hallin U, Kondo E, Ozaki Y, Hagberg H, Shibasaki F, Blomgren K.: Bcl-2 phosphorylation in the 

BH4 domain precedes caspase-3 activation and cell death after neonatal cerebral 
hypoxic-ischemic injury. Neurobiol Dis. 2005 Oct 4; [Epub ahead of print] 

006 Shibasaki, F, Uchino, H., Kristian, T., Perkins, G., Ishii, N., and Siesjö, B.K.: Potent neuroprotection of 
CsA by inhibiting pathways involving calcinenurn and cyclophilin D in forebrain ischemia. 
Pharmacology of Cerebral Ischemia (Medpharm Scientific Publisher Stuttgart), 453-465, 2005 

007 Kondo, E., Miyake, T., Shibata, M., Kimura, T., Iwagaki, H., Nakamura, S., Tanaka, T., Ohara, 
N., Ichimura, K., Oka, T., Yanai, H., Shibasaki, F. & Yoshino, T. Expression of phosphorylated 
Ser70 of Bcl-2 correlates with malignancy in human colorectal neoplasms. Clin Cancer Res 11, 
7255-7263 (2005). 

008 Wang, Y., Shibasaki, F. & Mizuno, K. Calcium signal-induced cofilin dephosphorylation is 
mediated by Slingshot via calcineurin. J Biol Chem 280, 12683-12689 (2005). 

009 Katanosaka, Y., Iwata, Y., Kobayashi, Y., Shibasaki, F., Wakabayashi, S. & Shigekawa, M. 

Calcineurin inhibits Na+/Ca2+ exchange in phenylephrine-treated hypertrophic cardiomyocytes. 
J Biol Chem 280, 5764-5772 (2005). 

010 Fujii, T., Onohara, N., Maruyama, Y., Tanabe, S., Kobayashi, H., Fukutomi, M., Nagamatsu, Y., 
Nishihara, N., Inoue, R., Sumimoto, H., Shibasaki, F., Nagao, T., Nishida, M. & Kurose, H. 
Galpha12/13-mediated production of reactive oxygen species is critical for angiotensin 
receptor-induced NFAT activation in cardiac fibroblasts. J Biol Chem 280, 23041-23047 (2005). 

 

２ 学会発表等 

001 芝崎 太：低酸素シグナルと疾患。第32回日本集中治療学会 教育講演 2005.02.25 東京 
002 芝崎 太：「シグナル伝達と疾患コース」虚血のシグナル伝達.(財)神奈川科学技術アカデミー教育講座(東
大医科研アムジェンホール)2005.3.10 東京 

003 芝崎 太：ヒストンジアセチレース7(HDAC7)によるHIF-1α転写活性の制御. 第2回がんとハイポキシ

ア研究会. 2005.3.12-13 筑波 
004 芝崎 太：明日に架ける橋～トランスレーションリサーチの現状と今後の動向～臨床研・都立病院トラン
スレーションリサーチ「個の医療を目指した蛋白マーカーによる同時多項目診断」. 東京医大・東京薬科
大学合同シンポジウム. 2005.3.19 東京 

005 芝崎 太：酸素ストレスと疾患―2億5千年前から始まった低酸素との戦いー。第24回都民のための公開講
演会. 2005.4.20 東京 

006 芝崎 太：バイオストレスシグナル(1) 転写因子を介する増殖制御. 東京大学薬学大学院特別講義. 
2005.6.10 東京 

007 芝崎 太：バイオストレスシグナル(2) 虚血ストレスによる細胞死制御.東京大学薬学大学院特別講義 
2005.6.17 東京 

008 芝崎 太：低酸素ストレスとCa2+/calcineurinのクロストーク：神経変性と癌化からみた共通分子標的。
第3回21世紀COE国内シンポジウム 神経疾患・悪性腫瘍に共通する病態機能分子。2005.7.1 名古屋

大学 
009 芝崎 太：バイオマーカー探索・応用のための戦略. 第4回Cell Biology Summer Meeting (CBSM). 

2005.7.10. 伊豆 
010 陳リー、内田和代、Alexander Endler、加藤裕之、芝崎 太：癌抑制遺伝子Int6のHIF2aを介した血管新
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生調節機構.  第4回Cell Biology Summer Meeting (CBSM). 2005.7.10. 伊豆 
011 Alexander Endler、陳りー、内田和代、芝崎 太：新規 ARNT1 variant による Dioxin、Estrogen 受
容体の調節機序.  第 4回Cell Biology Summer Meeting (CBSM). 2005.7.10. 伊豆 

012 平野まり子、石川雄一郎、芝崎 太：感度同時多項目診断法MUSTagによる「Proactive Therapeutics」
第4回Cell Biology Summer Meeting (CBSM). 2005.7.10. 伊豆 

013 扇原奈穂子、槇坂典子、石川雄一郎、芝崎 太：MUSTagを用いた高感度サイトカインアッセイ 第4回
Cell Biology Summer Meeting (CBSM). 2005.7.10. 伊豆 

014 石川 雄一郎、内野博之、石井脩夫 、大畠千絵理、坂田和彦、芝崎 太：マイクロアレイ解析による脳虚

血マーカーの探索--オステオポンチンは脳梗塞マーカーとなりうるか？ 第4回Cell Biology Summer 
Meeting (CBSM). 2005.7.10. 伊豆 

015 芝崎 太：基礎研究から「個の医療」へのトランスレーションリサーチ--蛋白質同時多項目アッセイ法の
応用と創薬-- 東京大学薬学部、サミットグライコリサーチ主催講演. 2005.8.5 東京 

016 芝崎 太：Neuroprotection. Cyclosporin 20th Anniversary 学術国際シンポジウム「免疫の進化」
2005.08.27 東京ビックサイト 

017 陳リー、Alexander Endler、内田和代、石川雄一郎、芝崎 太：Int6 RNAの抑制はHIF2aを介する血
管新生を強く誘導する. 第 78 回日本生化学会大会(ワークショップ＆ポスター)2005. 10. 19 神戸国際
会議場 

018 石川雄一郎、陳リー、内田和代、芝崎 太：DNA チップによる Int6 を介した血管新生調節因子の解析.  
第 78回日本生化学会大会(ワークショップ＆ポスター)2005. 10. 22 神戸国際会議場 

019 芝崎 太、石川雄一郎、陳リー、内田和代、戸井雅和、Alexander Endler：低酸素および細胞内エネルギ
ー反応を介した乳がん発症における HIF2aの新しい制御機構. 第 78回日本生化学会大会(ワークショッ
プ＆ポスター)2005. 10. 22 神戸国際会議場 

020 Alexander Endler、陳リー、内田和代、石川雄一郎、芝崎 太、：エストローゲンおよびダイオキシン伝
達におけるSRC1を介したARNT1の新たな制御機構.  第78回日本生化学会大会(ポスター) 2005. 10. 
21 神戸国際会議場 

021 Naoko Okishima, Hidenori Hiranuma, and Sumie Ando (Applied Biosystems Japan Ltd.) A 
Novel Homogeneous Assay for Monitoring Sugar Chain Interaction with Lectins in a Bead or 
Cell Based Assay Format. 第 78回日本生化学会大会 2005.8.20神戸 

022 Yoshihiko Shionoya, Dupont David, Hidenori Hiranuma, and Sumie Ando (Applied Biosystems 

Japan Ltd.)  A new"fast"cycle for the high sensitivty Edman sequencing. 第 78回日本生化学会大
会 2005.8.22神戸 

 
３ 著書等 

001 石川雄一郎、芝崎 太：PP2/calcineurinの脱リン酸化能測定。タンパク質の翻訳後修飾解析プロトコー
ル. 実験医学別冊 254-259, 2005 

002 藤田芳司、芝崎太、内海潤：プロテオミクス創薬の現状。分子呼吸器病(先端医学社) (in press) 
003 芝崎 太：癌転移と血管新生. 特集「悪性腫瘍と骨」Clinical Calcium 2005 (in press) 
004 内野博之、諸田沙織、Chen Li、高橋俊明、工藤佳久、石井脩夫、芝崎 太：脳障害のメカニズム 蘇生 

(in press) 
005 内野博之、諸田沙織、Chen Li、高橋俊明、池田幸穂、工藤佳久、石井脩夫、芝崎 太、牛島一男：虚血
性神経細胞死のメカニズム. 蘇生 (in press) 

006 内野博之、牛島一男、池田幸穂、諸田沙織、石川雄一郎、石井脩夫、芝崎 太：外傷性脳損傷モデルにお
ける免疫抑制剤の脳保護効果とDNAマイクロアレイによる遺伝子の網羅的捕捉. 神経外傷 (in press) 

007 芝崎 太：Ｔ細胞を介した免疫寛容の制御機構. 臨床免疫学 63 Suppl 4, 407-413, 2005 
008 芝崎 太、内野博之：CsAの神経保護作用 免疫の進化. 医薬ジャーナル 2005 (in press) 
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009 内野博之 芝崎 太、石井脩夫：脳蘇生における薬物療法. 蘇生 2005 (in press) 
 
がん治療プロジェクト 
 
１ 論文発表 (原著) 

001 Hiramatsu, K., Takahashi, K., Yamaguchi, T., Matsumoto, H., Miyamoto, H., Tanaka, S., 
Tanaka, C., Tamamori, Y., Imajo, M., Kawaguchi, M., Toi, M., Mori, T., and Kawakita, M. : 
N1,N12-Diacetylspermine as a sensitive and specific novel marker for early- and late-stage 
colorectal and breast cancers. Clin. Cancer Res., 11, 2986-2990, 2005 

002 Miki, T., Hiramatsu, K., and Kawakita, M. : Interaction of N1,N12-diacetylspermine with 
polyamine transport systems of polarized porcine renal cell line LLC-PK1. J. Biochem., 138, 479- 
484, 2005 

003 Iigo, M., Shimamura, M., Hirano, S., Nabeshima, K., Ohkubo, S., Tamura Y., and Tsuda H.: 
Cancer prevention and anti-metastatic effect by oral administration of bovine lactoferrin. 
Carcinogenesis and Modification of Carcinogenesis, 229-242, 2005 

004 Shimizu, M., Yoshimoto, T., Sato, M., Morimoto, J., Matsuzawa, and A., Takeda, Y.: Roles of 
CXC chemokines and macrophages in the recruitment of inflammatory cells and tumor 

rejection induced by Fas/Apo-1 (CD95) ligand-expressing tumor. Int. J. Cancer., 114, 926-935, 
2005 

005 Yamamoto, Y., Sato, H., Fukasaku, S., Hiramatsu, K., Tai, S., Shimamura, M., and Hazato, T.: 
Levels of spinorphin in cerebrospinal fluid derived from patients with pain increase with 
decreasing dipeptidyl peptidase III. Pain Research, 20, 27-34, 2005 

006 Yamamoto, Y., Akita, Y., Tai, S., Fukasaku, S., Yamaguchi, T., Oshizawa, T., Yamaoka, K., 
Shimamura, M., and Hazato, T.：Two-dimensional electrophoretic analysis of disease-associated 
proteins in human cerebrospinal fluid from patients with rheumatoid arthritis. J. Electrophoresis, 
49, 23-27, 2005 

007 Shimizu, M., Yoshimoto, T., Sato, M., Matsuzawa, A., and Takeda, Y.: Frequency and resistance 
of CD95 (Fas/Apo-1) gene-transfected tumor cells to CD95-mediated apoptosis by the 
elimination and methylation of integrated DNA. Int. J. Cancer, in press. 
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005 米山光俊、菊池美香、松本夏苗、今泉忠淳、宮岸 真、多比良和誠、Foy, E., Loo, Y-M., Gale Jr.,M.
米原伸、加藤篤、審良静男、藤田尚志：ウイルス感染に応答したIFN遺伝子発現誘導に関与するRNA

ヘリカーゼファミリー. 第70回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会, 2005.7.20, 
京都 

006 小野口和英、米山光俊、審良静男、谷口維紹、藤田尚志：Interferon-lambda is regulated by IRF-3 
and TBK-1. 第70回日本インターフェロン・サイトカイン学会学術集会, 2005.7.20, 京都 

007 米山光俊：細胞内ウイルス感染検知のメカニズム? RIG-Iヘリカーゼファミリーの機能解析. 国立長
寿医療センターセミナー, 2005.7.22, 愛知・国立長寿医療センター 

008 Yoshikawa T., Ida-Hosonuma M., Iwasaki T., Nagata N., Sato Y., Sata T., Yoneyama M., 
Fujita T., Taya C., Yonekawa H. and Koike S.：Role of type I interferon in tissue and cell 
tropism of poliovirus. The XIIIth International Congress of Virology, 2005.7.26, 
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009 Yoneyama, M., Kikuchi, M., Matsumoto, K., Imaizumi, T., Miyagishi, M., Taira, K., Foy, E., 
Loo, Y-M., Gale Jr., M., Akira, S., Kato A. and Fujita, T.: Induction of IFN Gene Expression 

by Virus Infection: Shared and Unique Functions of the DExD/H-Box Helicase RIG-I, MDA5 
and LGP2.  The 5th Awaji International Forum on Infection and Immunity (Invited 
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010 Yoneyama, M., Kikuchi, M., Matsumoto, K., Imaizumi, T., Miyagishi, M., Taira, K., Foy, E., 
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Loo, Y-M., Gale Jr., M., Akira, S., Kato A. and Fujita, T.: Induction of IFN Gene Expression 
by Virus Infection: Shared and Unique Functions of the DExD/H-Box Helicase RIG-I, MDA5 
and LGP2.  The 2005 International Symposium on DECODE System for Biological 
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011 米山光俊、藤田尚志：ウイルス感染に応答したIFN遺伝子発現誘導に関与するRIG-Iヘリカーゼファミ

リー. 第78回日本生化学会大会, 2005.10.19, 神戸 
012 米山光俊：The RIG-I family RNA helicases: the critical regulators for virus-induced activation 

of innate immunity. 第3回RCAI ワークショップ“樹状細胞による病原体認識と獲得免疫制御”, 
2005.10.21, 理研・免疫アレルギー科学総合研究センター 

013 Yoneyama, M., Kikuchi, M., Matsumoto, K., Imaizumi, T., Miyagishi, M., Taira, K., Foy, E., 
Loo, Y-M., Gale Jr., M., Akira, S., Kato A. and Fujita, T.: Induction of IFN Gene Expression 
by Virus Infection: Shared and Unique Functions of the DExD/H-Box Helicase RIG-I, MDA5 
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014 Yoneyama, M., Kikuchi, M., Matsumoto, K., Imaizumi, T., Miyagishi, M., Taira, K., Foy, E., 
Loo, Y-M., Gale Jr., M., Akira, S., Kato A. and Fujita, T.: Induction of IFN Gene Expression 
by Virus Infection: Shared and Unique Functions of the DExD/H-Box Helicase RIG-I, MDA5 
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016 米山光俊、菊池美香、松本夏苗、今泉忠淳、宮岸 真、多比良和誠、Eileen Foy Yueh-Ming Loo、
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005 渡辺伸昌、藤田尚志：ウイルス感染を検知する細胞内受容体 RIG-I. Molecular Medicine臨時増刊
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005 Fujino, R., Tanaka, K., Morimatsu, M., Tamura, K., Kogo, H., and Hara, T. : Spermatogonial 
cell-mediated activation of an IκBζ-independent NF-κB pathway in Sertoli cells induces 
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２ 学会等発表 
001 藤野隆介、田中貴代子、原 孝彦： 精原細胞によるセルトリ細胞遺伝子の転写活性化.文部科学省特定領
域研究「幹細胞の可塑性と未分化性維持機構」公開班会議、 2005.2.25, 東京 

002 中村宏太、田村和広、向後博司、奈良場博昭、岩井直温、原 孝彦： 卵巣顆粒膜細胞のプロスタグラン
ジンE2(PGE2)合成酵素発現に対する黄体ホルモンの作用. 第 78回日本薬理学会、2005.3.23, 横浜 

003 岡本士毅、清野真理、北村俊雄、原 孝彦： 造血幹細胞遺伝子 S76の単離と機能解析.第 2回幹細胞シ
ンポジウム、2005.4.23, 淡路島 

004 原 孝彦、中山由紀、奈良典子： 骨格筋の再生医学.第 46回日本神経学会総会シンポジウム「再生医療」、
2005.5.25, 鹿児島 

005 Tanaka, K., Fujino, R., Tamura, H., Ishikawa, Y., and Hara, T. : Expression and functional 
analysis of Ddx1 gene during spermatogenesis. The 58th Annual meeting of Japan Society of 
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006 Muraoka, M., and Hara, T. : Requirement of the C-terminal region of APC for the growth of 
myoblasts. The 58th Annual meeting of Japan Society of Cell Biology, 2005.6.17, Ohmiya 

007 Okamoto, S., Tanaka, K., Kiyono, M., Chung, Y.S., Choi, K., and Hara, T. : Isolation and 

characetrization of a novel hematopoietic stem cell gene, S76. XVI. Wilsede Meeting-Modern 
Trends in Human Leukemia, 2005.6.19, Wilsede, Germany 

008 Yoshie, M., Tamura, K., Hara, T., Kogo, H.: Involvement of stathmin in human endometrial 
stromal cell decidualization. 38th Annual Meeting of Society for the Study of Reproduction, 
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2005.7.25, Quebec, Canada 
009 田村和広、吉江幹浩、西 洋孝、長壁由美、井坂恵一、原 孝彦、向後博司： 子宮内膜間質細胞の脱落
膜化におけるスタスミンの役割. 第 13回日本胎盤学会学術大会、2005.10.27, 富山 

010 Tanaka, K., Fujino, R., and Hara, T. : A role of Ddx1gene during spermatogenesis. International 
Symposium on Germ cells, Epigenetics, Reprogramming and Embryonic Stem Cells, 

2005.11.16, Kyoto 
011 原 孝彦、中山由紀： 再生筋で発現誘導される分泌性タンパク質を利用した筋ジストロフィー治療法開
発の試み. 平成 17年度厚生労働省精神・神経疾患研究委託費班会議、2005.12.1, 東京 

012 村岡正敏, 原 孝彦： 筋芽細胞における APC発現抑制による増殖停止. 第 28回日本分子生物学会年
会、2005.12.7, 福岡 

013 鈴木輝彦、金井克晃、原 孝彦、佐々木純子、佐々木雄彦、小原道法、前浜朝彦、横関健昭、金保安則： 
肝細胞索形成・肝発生における ARF6の機能. 第 28回日本分子生物学会年会、2005.12.9, 福岡 

014 清野真理、岡本士毅、設楽浩志、田中貴代子、多屋長治、米川博通、原 孝彦： 造血幹細胞に発現する
新規遺伝子S76の機能解析. 第 28回日本分子生物学会年会、2005.12.9, 福岡 

015 Cao, L., Shitara, H., Horii, T., Nagao, Y., Imai, H., Abe, K., Hara, T., Hayashi, J., Yonekawa, H. : 
Estimation of mtDNA copy number in single cells of mouse: Implications for mitochondrial 
bottleneck. International Conference on Mitochondria and Life 2005. 2005.12.14-17, Tokyo 

 
３ 著書等 
001 原 孝彦：筋ジストロフィーをエキソンスキップで治す.実験医学、23,270-271,羊土社、2005 
002 原 孝彦：神経幹細胞から血液細胞をつくる.実験医学、23,1096-1097,羊土社、2005 
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regulations of replication factors in mouse embryonic stem cells. J. Biol. Chem., 
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006 Matsumoto, S., Ogino, K., Noguchi, E., Russell, P. and Masai, H.: Hsk1-Dfp1/Him1, the 
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replication fork protection complex. J. Biol. Chem., 280, 42536-42542, 2005 

007 Sasaki, K., Ose, T., Tanaka, T., Mizukoshi, T., Ishigaki, T., Maenaka,K., Masai, H. and Kohda, 
D. : Crystallization and preliminary crystallographic analysis of the N-terminal domain of PriA 
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008 Ogino K, and Masai H.: Rad3-Cds1 mediates coupling of initiation of meiotic recombination 

with DNA replication: Mei4-dependent transcription as a potential target of meiotic checkpoint. 
J. Biol. Chem., 281, 1338-1344, 2006 

009 Tanaka, T. and Masai, H.: Stabilization of a stalled replication fork by concerted actions of two 
helicases. J. Biol. Chem., 281, 3484-3493, 2006 

010 Kitamura, R., Sekimoto, T., Ito, S., Harada, S., Yamagata, H., Masai, H., Yoneda, H. and Yanagi, 
K.： Nuclear Import of Epstein-Barr Virus Nuclear Antigen 1 Mediated by NPI-1 (Importin-α5) Is 
Up- and Down-Regulated by Phosphorylation of the Nuclear Localization Signal for which 
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011 Hayashida, T., Oda, M., Ohsawa K., Yamaguchi A., Giacca, M., Locksley, R. M., Masai H., and 
Miyatake, S. : Replication initiation from a novel origin identified in Th2 cytokine cluster locus 
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012 Masai, H., You, Z. and Arai, K.: Control of DNA replication: regulation and activation of 

eukaryotic replicative helicase, MCM. IUBMB Life, 57, 323-335, 2005 
 
２ 学会等発表 

001 正井久雄 : Cdc7 キナーゼによる多様な染色体機能制御. 大阪大学蛋白質研究所セミナー「染色体サイク
ルの制御ネットワーク」, 2005.4.18-4.19, 大阪大学蛋白質研究所(招待講演) 

002 Fujii-Yamamoto, H. and Masai, H.: Cell cycle and developmental regulations of replication 
factors in mouse embryonic stem cells. 第 58回日本細胞生物学会年会, 2005.6.15-6.17, 大宮 

003 Matsumoto, S., Ogino, K. and Masai, H.: Hsk1, an essential activator of DNA replication, 
interacts with Swi1, a component of the replication fork protection complex, and plays a role in 
stabilization of arrested replication forks. 第 58回日本細胞生物学会年会, 2005.6.15-6.17, 大宮 

004 吉沢直子, 石井愛, 谷山智香, 松井悦子, 正井久雄: ヒト Cdc7の第 2の活性化サブユニット ASKL1は S
期とM期の進行に必要である. 第 58回日本細胞生物学会年会, 2005.6.15-6.17, 大宮 

005 田中卓, 正井久雄: DNA 3'末端特異的結合ヘリカーゼPriAによる停止複製フォーク安定化機構. 21世紀大
腸菌研究会 2005, 2005.6.23-6.24, 三重 (口頭発表) 

006 You,Z. and Masai,H.: Activation and regulation of mammalian MCM helicase. 1st eIMBL 
Workshop, 2005.7.11-7.13, Seoul National University, Seoul, Korea(Invited lecture) 

007 Fujii-Yamamoto, H. and Masai, H.: Regulations of replication factors during the cell cycle and 
differentiation of mouse embryonic stem cells. The 2005 Meeting on Eukaryotic DNA 
Replication, Cold Spring Harbor Laboratory Meeting, 2005.9.7-9.11, New York, USA 

008 Yoshizawa, N., Ishii,A., Taniyama,C., Matsui, E. and Masai, H.: A Second human Dbf4/ASK-related 
protein, Drf1/ASKL1, is required for efficient progression of S and M Phases. The 2005 Meeting 
on Eukaryotic DNA Replication, Cold Spring Harbor Laboratory Meeting, 2005.9.7-9.11, New 

York, USA 
009 You,Z. and Masai,H. : Substrate requirement for mouse MCM helicase and interaction with 

Cdt1 protein. Eukaryotic DNA Replication. The 2005 Meeting on Eukaryotic DNA Replication, 
Cold Spring Harbor Laboratory Meeting, 2005.9.7-9.11, New York, USA 
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010 Masai, H., Matsumoto, S., Ogino, K., and Noguchi,E., Russell, P. and Kim,J-M.： Cdc7 kinase is 
required for activation of a checkpoint mediator kinase through functional and physical 
interactions with the fork protection complex. The 2005 Meeting on Eukaryotic DNA Replication, 
Cold Spring Harbor Laboratory Meeting, 2005.9.7-9.11, New York, USA (Oral presentation) 

011 Masai, H.: Regulation of replication, recombination and checkpoint by Cdc7 kinase. 2005, 9.13 

Kansas State University, Kansas, USA (invited lecture) 
012 Masai, H.: Regulation of replication, recombination and checkpoint by Cdc7 kinase. 2005, 9.14 

Mayo Clinic, Rochester, USA (invited lecture) 
013 Masai, H.: Regulation of replication, recombination and checkpoint by Cdc7 kinase. 2005, 9.16 
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014 正井久雄: 動物細胞染色体複製プログラムの解明. 第36回病態代謝研究会報告会, 2005.10.22, 経団連会
館 

015 正井久雄: 細胞増殖シグナル伝達と細胞周期.その分子機構と疾患との関連. 東京理科大学、理工学部、生
物科学特別講義V,  2005.11.4および 11.11, 東京理科大学 野田キャンパス 

016 Tanaka, T. and Masai, H.: A novel model for stabilization of arrested replication forks through 
cooperation of two helicases. The 5th International 3R symposium , 2005.11.13-11.17 , 兵庫 

017 Masai, H.: Activation, phosphorylation and regulation of mammalian MCM helicase. The 5th 
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Biology Center International Symposium, “Bioregulation of Radiation Response: Damage 
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020 正井久雄: 疾患モデルシステム論. 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 メディカルゲノム専攻 大学院
講義, 2005.11.26, 東京大学医科学研究所 

021 松本清治, 荻野桂子, 早野元詞, 新本美智枝, 野口英史, Paul Russell, 正井久雄: Hsk1キナーゼと複製フ
ォーク保護因子(Swi1、Swi3、Mrc1)の相互作用による 停止複製フォーク安定化機構の解析. 第 28 回日
本分子生物学会年会, 2005.12.7-12.10, 福岡 (ワークショップ、口頭発表) 

022 Fujii-Yamamoto, H. and Masai, H.: Emi1 as a potential link between cell cycle regulation and 
differentiation of mouse embryonic stem cells. 第28回日本分子生物学会年会, 2005.12.7-12.10, 福
岡 

023 Masai, H.: Activation and Monitoring of Eukaryotic Replication Forks. 第 28 回日本分子生物学会
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024 吉沢直子, 石井愛, 谷山智香, 正井久雄: 複製フォーク安定化因子Tim, Csm3の機能解析. 第28回日本分
子生物学会年会, 2005.12.7-12.10, 福岡  

025 田中卓, 正井久雄: 2つのヘリカーゼの共同作用による停止フォーク安定化の新規モデル. 第 28回分
子生物学会年会, 2005.12.7-12.10, 福岡 (ワークショップ、口頭発表) 

026 You,Z. and Masai,H.: Regulation of MCM helicase by DNA substrate and Cdt1 Protein. 第 28
回分子生物学会, 2005. 12.7-12.10, 福岡 (ワークショップ、口頭発表) 

027 小川沙里奈, 新井 慶, 山下信行, 小祝修, 正井久雄: ターミナルトランスフェラーゼ相互作用分子、TdIF1

の機能解析. 第 28回分子生物学会, 2005. 12.7-12.10, 福岡 
028 北村亮, 関元敏博, 伊藤さゆり, 原田志津子, 山形秀夫, 米田悦啓, 柳壹夫: EBウイルス核抗原-1の核内移
行に核局在シグナル(NLS)N端 Lys-Argが必須で NLSの Serリン酸化が核輸送因子 PI-1(importin α5)
への結合を介して核内輸送速度を制御する. 第 28回分子生物学会, 2005. 12.7-12.10, 福岡 
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029 正井久雄： Cdc7 キナーゼによる多様な染色体動態制御. 第 23 回染色体ワークショップ, 2006. 
1.26-1.28, 広島県佐伯郡 (口頭発表) 

030 正井久雄：生命を支える分子の働き：パート(1) DNAからRNAからタンパク質へ 臨床研カレッジ, 2006. 
2.16, 首都大学東京 飯田橋キャンパス 

031 正井久雄： Cdc7および複製フォーク保護因子による複製フォーク安定化維持機構の解析. がん特定研究

発がん領域項目 01, 02合同項目会議, 2006. 2.23-2.25, 滋賀県近江八幡市 (口頭発表) 
032 正井久雄： Cdc7キナーゼによる染色体機能制御機構の解明, 特定領域「染色体サイクル」班会議, 2006. 

2.26-2.28, 鎌倉 (口頭発表) 
 
３ 著書等 
001 正井久雄： 複製起点と複製開始複合体、わかる実験医学シリーズ「キーワードで理解する細胞周期」(中
山敬一 編集)54-62, 羊土社, 2005 

002 正井久雄: S期ーここまでわかったDNA複製とその制御(概論)、実験医学 増刊号「細胞周期の最先端」(中
山敬一 編集) 23, 48-55, 羊土社, 2005 

003 正井久雄(翻訳分担): 第 15章 “Cell cycle control, apoptosis and ageing” 「ヒトの分子生物学」(村松
正實 監訳) 丸善株式会社, 2006  

 

一分子プロジェクト 
 
１ 論文発表 (原著)  
001 Tani, T., Miyamoto, Y., Fujimori, KE., Taguchi, T., Yanagida, T., Sako, Y. and Harada, Y. : 

Trafficking of ligand-receptor complex on the growth cones as an essential step for the uptake of 
nerve growth factor at the distal end of axon: a single-molecule analysis.  J. Neurosci. 25, 
2181-2191, 2005 

002 Hirano, T., Shibata, S., Ohnishi, K., Tani, T. and Aizawa, S-I. : N-terminal signal region of FliK 
is dispensable for length control of the flagellar hook.  Mol. Microbiol. 56, 346-360, 2005 

003 Shibata, T., Hishida, T., Kubota, Y., Han, Y-W., Iwasaki, H. and Shinagawa, H. : Functional 
overlap between RecA and MgsA (RarA) in the rescue of stalled replication forks in Escherichia 
coli.  Genes Cells 10 (3), 181-91, 2005 

004 Ohnishi, T., Hishida, T., Harada, Y., Iwasaki, H. and Shinagawa, H. : Structure-function analysis of 
the three domains of RuvB DNA motor protein.  J. Biol. Chem. 280, 30504-30510, 2005 

005 Miki, T., Hiramatsu, K., and Kawakita, M.: Interaction of N1,N12- diacetylspermine with 
polyamine transport systems of polarized porcine renal cell line LLC-PK1. J. Biochem. 138 (4), 
479-484, 2005 

006 Sasuga, Y., Tani, T., Hayashi, M., Yamakawa, H., Ohara, O. and Harada, Y.: Development of a 
microscopic platform for real-time monitoring of biomolecular interactions. Genome Research, 
16, 132-139, 2006 

007 Kozuka, J., Yokota, H., Arai, Y., Ishii, Y. and Yanagida, T. : Dynamic polymorphism of single 
actin molecules in the actin filament. Nat. Chem. Biol., 2 (2), 83 – 86, 2006 

 
２ 学会等発表  

001 Harada, Y. : Studies on biomolecules using single molecule imaging techniques.  UK-Japan 
Nanotechnology Symposium, 2005.3.9, 東京 (招待講演) 

002 原田慶恵 : 1分子イメージングでDNAの機能を探る.  DNAワークショップ JSTナノテクノロジー分野
別バーチャルラボ領域横断企画,  2005.3.10-11,  熱海 
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003 三木俊明 : ミトコンドリア電子伝達系の阻害剤とその作用機構. 第 30回日本農薬学会, 2005.3.19, 東京 
004 原田慶恵 : 蛍光 1分子イメージングや光ピンセット・磁気ピンセットによる 1分子操作で生体分子の機能
を探る.  第 11回ナノバイオ磁気工学専門研究会,  2005.5.31,  東京 

005 Tani, T. and Harada, Y. : Trafficking of a ligand-receptor complex on the growth cones as an 
essential step for the uptake of nerve growth factor at the distal end of the axon: a 

single-molecule analysis.  第 58回 日本細胞生物学会大会,  2005.6.15, さいたま 
006 Hayashi, M. and Harada, Y. : Direct measurement of the unwinding of a single DNA molecule 

by T7 RNA polymerase. 第 58回日本細胞生物学会大会,  2005.6.15-17, さいたま 
007 伊藤敦子, 山岸公子 : Xenopus嗅上皮において発現する2型鋤鼻受容体遺伝子の解析. 第9回鋤鼻研究会, 

2005.6.16-18, つくば 
008 Ito, A. Date, Ichikawa, M., Mori, Y. and Yamagishi, K. Hagino : Expression of vomeronasal 

receptor genes in the olfactory epithelium in Xenopus. 第28回日本神経科学会大会, 2005.7.26-28, 
横浜 

009 山岸公子 : 脊椎動物におけるフェロモン受容体と 2つの嗅覚系. 2005年日本進化学会東北大会シンポジ
ウム「脊椎動物の嗅覚受容機構の進化」, 2005. 8.26-29, 仙台 (招待講演) 

010 Yokota, H., Allemand, J.-F., Xi, X., Croquette, V., and Bensimon, D.: Development of a novel 
microscope for single molecule measurement of DNA/protein interaction. 15th IUPAB Congress, 

2005.8.27-9.1, Montpellier, France 
011 Tani T. and Harada, Y. : Single molecule imaging of signal input of nerve growth factor into the 

growth cone. 15th IUPAB & 5th EBSA International Biophysics Congress, 2005.8.27-9.1, 
Montpellier, France 

012 原田慶恵 : Holliday構造DNAの分岐点移動反応の顕微鏡による直接観察.  特定領域「生体ナノシステム
の制御」全体会議,  2005.9.9, 東京 

013 Okabe, K., Ikeda, H., Harada, Y. and Funatsu, T. : Development of real time imaging of specific 
messenger RNA in a living cell using artificial antisense nucleic acids. 第 4回国際核酸化学シンポ
ジウム(SNAC2005), 2005. 9. 20-22, 福岡 

014 Ohara,O., Sasuga, Y., Harada, Y., Nagase, T., Hijikata, A., Kimura, Y., Kitamura, H., Shimada, 
K., Kawai, M., Murakami, M., and Koga, H.: Kazusa Mammalian cDNA Resources: The current 
status and its extension toward development of new gene/protein functional analysis platforms. 

Comparative and Functional Genomics (BITS) Workshop, 2005.9.27-30, Cambridgeshire, UK 
015 伊藤敦子，市川真澄, 森裕司, 山岸公子: アフリカツメガエルは主嗅覚系でフェロモンを認識しているか. 
第 39回日本味と匂い学会大会 ワークショップ「匂いの認知?下等動物からヒトまで」, 2005.9.26-28, 盛
岡 

016 原田慶恵 : DNA分子モーターの動作原理の解明  研究領域「ソフトナノマシン等の高次機能構造体の構築
と利用」平成 17年度領域会議,  2005.10.13,  名古屋 

017 Yamagishi, K. Hagino: Expression and function of the vertebrate vomeronasal receptors. 
International symposium of “Evolution and biological function of seven trans-membrane 
receptors”, 2005. 10. 17-19, 東京(招待口演) 

018 山岸公子 : 匂い受容体とフェロモン受容体 東大農学部動物行動学公開講義「ほ乳類におけるフェロモン
研究の現状と展望」, 2005.10.21, 東京(依頼口演)   

019 原田慶恵 : 1分子イメージングで生体分子の機能を探る. 北海道大学21世紀COE共催シンポジウム 「バ

イオとナノの融合－生物物理学からのアプローチ－」第 43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札
幌 (招待) 

020 横田浩章, 韓龍雲, Allemand, J.-F., Xi, X., Croquette, V., Bensimon, D., 原田慶恵 : 1分子力学/蛍光
同時計測顕微鏡の開発 II. 第 43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 
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021 岡部弘基, 池田壽文, 原田慶恵, 船津高志 : 人工核酸を用いた生きた細胞内における特定のmRNAのリア
ルタイムイメージング. 第 43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

022 韓龍雲, 谷知己, 林真人, 横田浩章, 菱田卓, 岩崎博史, 品川日出夫, 原田慶恵 : Holliday構造DNA分岐
点移動反応に関与する RuvA-RuvB 蛋白質複合体の動力学的解析.  第 43 回日本生物物理学会年会, 
2005.11.23-25, 札幌 

023 貴家康尋, 寺田佳代子, 谷知己, 小原收, 原田慶恵 : マイクロビーズアレイ技術を利用した単一細胞タン
パク質発現プロファイリング. 第 43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

024 三木俊明, 谷知己, 原田慶恵 : ミトコンドリア・チトクロム bc1複合体の構造変化を可視化する試み. 第
43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

025 山岸舞, 貴家康尋, 寺田佳代子, 原田慶恵, 船津高志 : mRNAの細胞内ラベリングと運動解析. 第 43回日
本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

026 西中太郎, 土井ゆうこ, 橋本牧子, 柴田武彦, 原田慶恵, 木下一彦, 野地博行, 八島栄次 : RecA-DNA複合
体フィラメントのヌクレオチド依存性形状解析. 第 43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

027 林真人, 原田慶恵 : 1分子DNA構造変化計測法を用いた臭化エチジウムのDNAへの結合定数の測定. 第
43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

028 小塚淳, 横田浩章, 石井由晴, 柳田敏雄 : Dynamic polymorphism of actin molecules in the actin 
filament. 第 43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

029 新井由之, 和沢鉄一, 岩根敦子, 横田浩章, 石井由晴, 片岡徹, 柳田敏雄 : SwitchII部位に蛍光色素を導入
した変異体Rasの構造の 1分子 FRET計測. 第 43回日本生物物理学会年会, 2005.11.23-25, 札幌 

030 Sasuga, Y., Ohara, O. and Harada, Y.: Development of a microscopic platform for real-time 
monitoring of biomolecular interactions. The 9th Asian-Pacific Conference on Transcription, 
2005.12.12-15, Miaoli (台湾) 

031 三木俊明, 貴家康尋, 谷知己, 原田慶恵 : ミトコンドリアチトクロム bc1複合体の構造変化を可視化する
試み. 第 31回生体エネルギー研究会, 2005.12.19-21, 名古屋 

032 伊藤敦子, 森裕司, 市川真澄, 山岸公子:1主嗅覚系を介するフェロモン受容の可能性. シンポジウム「生命
の基本を司る本能的脳機構」,  2006. 1. 6-7,  大宮 

033 野村真未, 原田慶恵, 谷知己 : 神経軸索再生に関わる成長円錐の観察.  2006年生体運動研究研究合同班
会議,  2006.1.6-9,  東京 

034 横田浩章：DNA / タンパク質間相互作用の 1 分子計測.  生物物理若手研究者講演会(シグマ光機主催),  

2006.2.8,  東京 (招待講演) 
035 Han, Y-W., Tani, T., Hayashi, M., Hishida, T., Iwasaki, H., Shinagawa, H. and Harada, Y.: 

Kinetic analysis of Holliday junction branch migration mediated by RuvA-RuvB. Biophysical 
Society 50th Annual Meeting, 2006.2.18-22, Salt Lake City, USA 

036 Sasuga, Y., Tani, T., Hayashi, M., Yamakawa, H., Ohara, O. and Harada, Y. : Development of a 
microscopic platform for real-time monitoring of biomolecular interactions using microbead 
array. Biophysical Society 50th Annual Meeting, 2006.2.18-22, Salt Lake City, USA 

 
３ 著書等 
001 貴家康尋, 原田慶恵 : 分子イメージングによる分子間相互作用解析法の開発.  バイオテクノロジージャ
ーナル, 羊土社, 5(3), 303-305, 2005 

002 原田慶恵 : 1分子イメージング.  ソフトナノテクノロジー ─バイオマテリアル革命─ (田中順三，下村政

嗣 監修) 第 5編 第 4章. シーエムシー出版, 314-324, 2005 
003 Harada, Y. :  Microbead Arrays. The Japan Journal, September, 27, 2005 
004 原田慶恵: ビーズを用いた生体分子間相互作用解析技術の開発. BIO INDUSTRY, シーエムシー出版, 

22(10), 66-74, 2005 



 

－24－ 

005 原田慶恵: 細胞運動解析法. 細胞生物学実験法 Ⅲ 細胞解析法-Ⅳ (大熊勝治 編) 2.3. 廣川書店, 94-105, 
2005  

006 原田慶恵：1個の生体分子の運動を観る. 総研大ジャーナル, 8, 13-15, 2005 
007 三木俊明: ミトコンドリア電子伝達系の阻害剤とその作用機構. 日本農薬学会誌 30(3), 269-271, 2005 
008 山岸公子：脊椎動物におけるフェロモン受容体と 2つの嗅覚系. 日本味と匂い学会誌 12(1), 5-12, 2005 

009 山岸公子：フェロモン受容体. 匂いと香りの科学, 朝倉書店, 印刷中 
010 山岸公子：化学受容系「匂い受容体と鋤鼻受容体. 知能情報科学シリーズ「フェロモン受容に関わる神経
系」第 2章, 東京工業大学出版, 印刷中 

011 原田慶恵: DNA, RNA ポリメラーゼ.  生物物理学ハンドブック,  朝倉書店, 印刷中 
012 原田慶恵: 一分子観察，蛍光顕微鏡，蛍光色素，光ピンセット.  ナノバイオ辞典, テクノシステム, 印刷
中 

013 横田浩章, 和沢鉄一, 石井由晴:1分子蛍光測定におけるブリンキングの問題 生物物理, 印刷中 
 
カルパインプロジェクト 
 
１ 論文発表 
001 Hayashi, M., Fukuzawa, T., Sorimachi, H., and Maeda, T.: Constitutive activation of the 

pH-responsive Rim101 pathway in yeast mutants defective in late steps of the MVB/ESCRT 
pathway. Mol. Cell. Biol., 25, 9478-9490, 2005 

002 Toyama-Sorimachi, N., Omatsu, Y., Onoda, A., Tsujimura, Y., Iyoda, T., Maki, A., Sorimachi, H., 
Dohi, T., Taki, S., Inaba, K., and Karasuyama, H.: Inhibitory NK receptor Ly49Q is expressed on 
subsets of dendritic cells in a cellular maturation- and cytokine stimulation-dependent manner. 
J. Immun., 174, 4621-4629, 2005 

003 Mochizuki,Y., Ojima, K., Uezumi, A., Masuda, S., Yoshimura, K., and Takeda, S.: Participation 
of bone marrow-derived cells in fibrotic changes in denervated skeletal muscle. Am. J. Pathol. 
166, 1721-1732, 2005 

004 Ono, Y., Schwach, C., Antin, P. B., and Gregorio, C. C.: Disruption in the Tmod1 gene 
compromises cardiomyocyte development in murine embryonic stem cells by arresting myofibril 
maturation. Dev. Biol., 282, 336-348, 2005 

005 Ojima, K., Ono, Y., Hata, S., Koyama, S., Doi, N., and Sorimachi, H.: Possible functions of p94 
in connectin-mediated signaling pathways in skeletal muscle cells. J. Muscle Res. Cell Motil., 
Feb 2;1-9 [Epub ahead of print, PMID: 16453164], 2006 

006 Uezumi, A., Ojima, K., Fukada, S., Ikemoto, M., Masuda, S., Miyagoe-Suzuki, Y., and Takeda, 
S.:  Functional heterogeneity of side population cells in skeletal muscle. Biochem. Biophys. Res. 
Commun., 341, 864-873, 2006 

007 Hata, S., Koyama, S., Kawahara, H., Doi, N., Maeda, T., Toyama-Sorimachi, N., Abe, K., Suzuki, 
K., and Sorimachi, H.: Stomach-specific calpain, nCL-2, localizes in mucus cells and 
proteolyzes the ß-subunit of coatomer complex, ß-COP. J. Biol. Chem., in press, 2006. 

 
２ 学会等発表 
001 反町洋之：細胞内モジュレータ・プロテアーゼ「カルパイン」による生体制御．東京理科大学公開セミナ

ー，2005.12.16，野田 
002 反町洋之：カルパインによる細胞周期制御．平成 17 年度特定領域研究「細胞周期制御」全体進捗会議，

2005.12.13，宮崎 
003 秦勝志，小山傑，川原裕之，土井奈穂子，前田達哉，反町典子，阿部啓子，鈴木紘一，反町洋之：粘液分
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泌細胞における胃特異的カルパイン nCL-2 の生理機能解析  (Physiological functions of 
stomach-specific calpain, nCL-2, in mucus cells)．第 28回日本分子生物学会，2005.12.9，福岡 

004 林智佳子，小野弥子，尾嶋孝一，土井奈穂子，柳田光昭，小川秀興，新井孝夫，反町洋之：骨格筋におけ
るカルパインシステムと筋タンパク質との機能的相互作用に関する解析 (Functional interaction of 
calpain system and muscle proteins.)．第 28回日本分子生物学会，2005.12.9，福岡 

005 小野弥子，尾嶋孝一，川畑順子，林智佳子，土井奈穂子，Labeit, S.，饗場篤，反町洋之：p94/カルパイ
ン 3 活性欠損マウス及びコネクチン変異マウスを用いた筋生理機能の比較解析 (Comparative analyses 
of skeletal muscle dysfunctions caused by defects in p94/calpain3 protease activity and 
connectin/titin based molecular interactions.)．第 28回日本分子生物学会，2005.12.9，福岡 

006 亀井大嗣，斉藤太郎，小澤美来，浅田明子，反町洋之，久永真市：Cdk5活性化サブユニット p35のカル
パインによる限定分解のリン酸化依存的調節 (Regulation of the calpain-dependent cleavage of a 
p35 Cdk5 activator by phosphorylation.)．第 28回日本分子生物学会，2005.12.9，福岡 

007 反町洋之, 小野弥子, 秦勝志, 尾嶋孝一, 林道夫, 土井奈穂子, 小山傑, 林智佳子, 川原裕之, 柳田光昭, 饗
場篤, 前田達哉：カルパイン－複合体の構成因子としてのモジュレータ・プロテアーゼ (Calpain as a 
modulator protease constituting a signal complex.)．第 28回日本分子生物学会 シンポジウム「多彩
なタンパク質分解マシナリー」，2005.12.9，福岡 

008 Ojima, K., and Sorimachi, H.: Expression of muscle-specific calpain, p94/calpain3, at the N2A 

and M-line regions of connectin/titin during myogenesis.．The American Society for Cell Biology, 
the 45th Annual meeting, 2005.12.11, San Francisco, CA, USA 

009 反町洋之，小野弥子，尾嶋孝一，林智佳子，土井奈穂子，秦勝志，小山傑，眞田明，Witt, C.，中尾晴美，
Labeit, S.，饗場篤：カルパイン及びコネクチンの変異と筋ジストロフィー．厚生労働省精神・神経疾患
研究委託費「清水班：筋ジストロフィーおよびその関連する疾患の病態生理の解明と治療薬物の開発に関

する研究」班会議，2005.12.2，東京 
010 反町洋之：細胞内モジュレータプロテアーゼの生理機能の解析．2005年度”たんぱく質関連領域” 合同シ
ンポジウム，2005.11.16，大阪 

011 Ono, Y., Ojima, K., Yanagida, M., Doi, N., Hayashi, C., Labeit, S.,  Aiba, A., and Sorimachi, H.: 
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